被服管理　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
目標： 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１．繊維製品の取り扱い絵表示とその意味
Ａの正式名称（　　　　　　　　　  ）　　　　　　　（　　　　　　　　　　  ）Ｂの正式名称
Ａの略　　称（　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　 　（　　　　　   ）Ｂの略　　称
	Ａ
	記号の意味
	Ｂ
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	液温は、（①　　　　　　）を限度とし、洗濯機の（②　　　　　　）又は弱い手洗いがよい。
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	液温は、３０℃を限度とし、弱い（③　　　　　　）がよい。
（④　　　　　　）は使用できない。）
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	（⑤　　　　　　）はできない。
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	（⑥　　　　　　　　　　）による漂白ができる。
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	アイロンは１２０℃限度とし、低い温度（６０℃から１２０℃まで）でかけるのがよい。
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	（⑦　　　　　　　　　　　）はできない。
	[image: image16.png]


[image: image17.png]




	[image: image18.png]




	（⑧　　　　　　　　　　　　　）ができる。
パークロルエチレン又は石油系のものを使用する。
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	ドライクリーニングができる。
溶剤は（⑨　　　　　　　）のものを使用する。
	[image: image22.png]


[image: image23.png]




	[image: image24.png]




	手絞りの場合は（⑩　　　　　　）、
遠心脱水の場合は（⑪　　　　　　　）で絞るのがよい。
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	絞ってはいけない。
	

	

	（⑫　　　　　　　　）がよい。
	

	

	（⑬　　　　　　）の（⑭　　　　　）がよい。
	


＊タンブル（タンブラー）乾燥禁止･･･乾燥機使用禁止（家庭用も含む）
２．取り扱い絵表示の国際化
ＩS O  とは、International Organization for Standardization の略である。
繊維製品の国際的な流通の増加に対応して、国際統一表示が国際標準化機構（ISO）により１９９１年に制定された。
日本でも一定に経過期間を経て、新しい図柄に切り替えられる。
下記に統一表示の例と意味を示す。
	記号
	意味

	

	液温３０℃限度
機械作用非常に弱く
すすぎ普通
遠心脱水弱

	

	手洗いのみ
洗濯機使用不可
液温４０℃限度

	

	洗濯不可
水ぬれ注意

	

	アイロンは２００℃を限度とする。

	

	アイロンは１５０℃を限度とする。

	

	アイロンは１１０℃を限度とする。
スチームアイロンは危険

	

	アイロンがけ不可
スチームアイロン不可


【参考ＨＰ】　　

＜参照ＨＰ＞
NAICAI　⇒　http://www.naigai.co.jp/06care/13/index.shtml
クリーニングパレット　⇒　http://www.cp.nicca.co.jp/oteire/note05.html
被服管理　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
目標： 繊維製品の取り扱い絵表示について理解する。
１．繊維製品の取り扱い絵表示とその意味
Ａの正式名称（　日本工業規格　）　　　　　　　　　　　 （　国際標準化機構 ）Ｂの正式名称
Ａの略　　称（　ＪＩＳ　　　　）　　　　　　　　　　　 （　　ＩＳＯ　　   ）Ｂの略　　称
	Ａ
	記号の意味
	Ｂ

	

	液温は、（①　４０℃　　）を限度とし、洗濯機の（②　弱水流　　）又は弱い手洗いがよい。
	

	

	液温は、３０℃を限度とし、弱い（③　手洗い　　）がよい。
（④　洗濯機　　）は使用できない。）
	

	

	（⑤　水洗い　　）はできない。
	

	

	（⑥　塩素系漂白剤　　　）による漂白ができる。
	

	

	アイロンは１２０℃限度とし、低い温度（６０℃から１２０℃まで）でかけるのがよい。　　　　※「あて布」について説明」する。
	

	

	（⑦　アイロンがけ　　　）はできない。
	

	

	（⑧　ドライクリーニング　　　）ができる。
パークロルエチレン又は石油系のものを使用する。
	

	

	ドライクリーニングができる。
溶剤は（⑨　石油系）のものを使用する。
	

	

	手絞りの場合は（⑩　弱く　　　）、
遠心脱水の場合は（⑪　短時間　　　）で絞るのがよい。
	

	

	絞ってはいけない。
	

	

	（⑫　　つり干し　　）がよい。
	

	

	（⑬　日陰　　　）の（⑭　平干し　）がよい。
	


＊タンブル（タンブラー）乾燥禁止･･･乾燥機使用禁止（家庭用も含む）
２．取り扱い絵表示の国際化
ＩS O  とは、International Organization for Standardization の略である。
繊維製品の国際的な流通の増加に対応して、国際統一表示が国際標準化機構（ISO）により１９９１年に制定された。
日本でも一定に経過期間を経て、新しい図柄に切り替えられる。
下記に統一表示の例と意味を示す。
	記号
	意味

	

	液温３０℃限度
機械作用非常に弱く
すすぎ普通
遠心脱水弱

	

	手洗いのみ
洗濯機使用不可
液温４０℃限度

	

	洗濯不可
水ぬれ注意

	

	アイロンは２００℃を限度とする。

	

	アイロンは１５０℃を限度とする。

	

	アイロンは１１０℃を限度とする。
スチームアイロンは危険

	

	アイロンがけ不可
スチームアイロン不可


【参考ＨＰ】　　

＜参照ＨＰ＞
NAICAI　⇒　http://www.naigai.co.jp/06care/13/index.shtml

クリーニングパレット　⇒　http://www.cp.nicca.co.jp/oteire/note05.html
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